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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載される車両用画像撮影装置であって、
　ビデオカメラを含む画像録画装置によって録画された画像データの処理を行なう画像処
理部と、
　前記画像データの内容に基づいて所定の処理を行なう主制御部と、
　前記画像処理部の処理が終了したことを検出する画像処理終了検出手段と、
　前記画像処理部から前記主制御部へ画像データが送られる信号線の接続および遮断を行
なうバスバッファと、
　を備え、
　前記主制御部は、前記画像処理終了検出手段により前記画像処理部の処理が終了したこ
とを検出された場合に、前記バスバッファが信号線を遮断するように制御を行なうととも
に、
　前記主制御部に電源を供給する主制御系電源と、
　前記主制御系電源とは別に設けられ、前記画像録画装置および前記画像処理部に電源を
供給する画像系電源と、
　外部装置から送られてくる盗難検出信号を検出する盗難検出信号検出手段と、
　をさらに備え、
　前記主制御部は、前記盗難検出信号を検出したときに、前記画像系電源の状態をオフ状
態からオン状態とするとともに、画像撮影トリガ信号を発して前記画像処理部をウェイク
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アップ状態とし、予め定められた時間だけ画像処理を行った後に、前記画像系電源の状態
をオン状態としたまま、前記画像処理部をスリープ状態とすることを特徴とする車両用画
像撮影装置。
【請求項２】
　前記車両への人体の侵入を検出する侵入検出手段を備え、
　前記主制御部は、前記画像処理部がスリープ状態であるときに前記車両への人体の侵入
が検出された場合に、前記画像撮影トリガ信号を発して前記画像処理部をウェイクアップ
状態とする請求項１に記載の車両用画像撮影装置。
【請求項３】
　前記主制御部は、前記盗難検出信号を検出しないときに前記画像系電源をオフ状態とす
る請求項１または２に記載の車両用画像撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両内に賊などが侵入した際に有効な車両用画像撮影装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、駐車場または路上に停車中の車両が盗難にあったり、車内を賊に荒らされた
りする犯罪行為が発生しており、車両の所有者に甚大な損害を及ぼすという事態を生じて
いた。
【０００３】
　そこで、車両室内への人体の侵入を検出するセンサ手段と、車両室内の所定位置に配設
された撮影手段と、無線電話装置に接続して上記無線電話装置に通信動作を行わせる無線
電話装置制御手段と、室内侵入通知用の音声メッセージを出力する音声応答手段と、上記
撮影手段から出力される映像信号を入力して記憶する映像記憶手段と、上記映像記憶手段
に記憶した映像信号を出力する映像出力手段と、上記映像出力手段から出力される上記映
像信号の画像を表示する画面表示装置と、侵入者が当該車両の所有者である旨を操作入力
するためのオーナースイッチを備え、上記センサ手段が検出信号を出力すると、その検出
信号の出力時点から所定時間内に上記オーナースイッチがオン操作されないときには、上
記撮影手段の撮影動作を開始し、上記撮影手段から出力される上記映像信号の上記映像記
憶手段への記憶を開始するとともに、上記無線電話装置にあらかじめ登録されている通知
先番号へ発呼させ、その通知先番号が応答すると、上記音声応答手段より上記音声メッセ
ージを出力させて上記無線電話装置を介して上記通知先番号へ通知する車両用室内侵入通
知および撮影記録装置が考案されている（特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３３８３７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のように、車両にカメラ等の撮影装置等を搭載する場合、電源はバッテリか
ら供給される。撮影装置および画像処理回路は消費電流が大きいが、侵入および盗難を監
視するためには車両の駐車時にも動作させる必要がある。しかし、長時間駐車させておく
場合、撮影装置等の動作によってバッテリ上がりを引き起こすという問題がある。
【０００６】
　上記事情を背景とし、本発明の課題は、低消費電流で動作する車両用画像撮影装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するための車両用画像撮影装置を提供するものである。即ち
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、車両に搭載される車両用画像撮影装置であって、ビデオカメラを含む画像録画装置によ
って録画された画像データの処理を行なう画像処理部と、画像データの内容に基づいて所
定の処理を行なう主制御部と、画像処理部の処理が終了したことを検出する画像処理終了
検出手段と、画像処理部から主制御部へ画像データが送られる信号線の接続および遮断を
行なうバスバッファと、を備え、
　主制御部は、画像処理終了検出手段により画像処理部の処理が終了したことを検出され
た場合に、バスバッファが信号線を遮断するように制御を行なうとともに、
　主制御部に電源を供給する主制御系電源と、主制御系電源とは別に設けられ、画像録画
装置および画像処理部に電源を供給する画像系電源と、をさらに備え、主制御部は画像系
電源のオン／オフの状態をも制御することを前提とする。
【０００８】
　本発明は、画像制御部に供給する電源を主制御部に供給する電源とは別電源系とし、主
制御部が画像制御部への電源投入を制御することを特徴とする。上記構成によって、不要
時は画像制御部への電源を供給しないことにより、消費電流を低減することができ、バッ
テリの負荷も低減しバッテリ上がりを防止することが可能となる。
　また、画像処理部から主制御部へ画像データが送られる信号線は通常データバスと呼ば
れている。主制御部に電源が供給され画像処理部に電源が供給されていない場合、画像処
理部の回路構成によっては主制御部からデータバスを経由して画像処理部に電流が流れ、
画像処理部の回路素子に悪影響を及ぼすこともありうる。上記構成によって、バスバッフ
ァが信号線（データバス）を電気的に遮断することで、データバスはハイインピーダンス
状態となり、主制御部から画像処理部に電流が流れず、画像処理部の回路素子の保護を行
なうことが可能となる。
【０００９】
　また、本発明の車両用画像撮影装置は、画像系電源をオン状態とする条件が成立したか
どうかを判定する条件判定手段を備え、主制御部は画像系電源をオン状態とする条件が成
立したと判定された場合に画像系電源をオン状態とする構成をとることができる。本構成
によって、車両用画像撮影装置の消費電流を低減することができ、駐車時におけるバッテ
リ上がりを防止することが可能となる。
【００１０】
　また、本発明の車両用画像撮影装置における主制御部は、画像系電源の状態をオフ状態
からオン状態とするとともに画像撮影トリガ信号を発して画像録画装置および画像処理部
をウェイクアップ状態とし、画像処理部の処理が終了したことが検出された場合に画像録
画装置および画像処理部をスリープ状態とする構成をとることができる。
【００１１】
　画像処理部には画像録画装置からの信号（アナログ信号）を主制御部等で使用可能とす
るためにデジタル信号に変換するビデオデコーダが含まれている。ビデオデコーダは消費
電流が大きいため、画像撮影時（画像処理時）のみビデオデコーダを動作させ画像撮影（
画像処理）が終了した場合はビデオデコーダの動作を停止すれば、さらに本車両用画像撮
影装置の消費電流を低減することが可能となる。また、ビデオデコーダの発熱を抑制する
こともでき、車載環境の厳しい動作周囲温度条件に対しても部品の動作温度仕様を低くで
きるメリットもある。このことは部品コストの低減にもつながる。
【００１２】
　また、本発明の車両用画像撮影装置は、車両への人体の接近を検出する接近検出手段を
備え、条件判定手段は車両への人体の接近が検出された場合に画像系電源をオン状態とす
る条件が成立したと判定する構成をとることができる。本構成によって、車両用画像撮影
装置の消費電流を抑制し、駐車時におけるバッテリ上がりを防止することが可能となると
ともに、車両への人体の接近を検出した場合には該人体を撮影して画像処理部で処理を行
なうことも可能となる。
【００１３】
　また、本発明の車両用画像撮影装置は、車両への人体の侵入を検出する侵入検出手段を



(4) JP 4844795 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

備え、条件判定手段は車両への人体の侵入が検出された場合に画像系電源をオン状態とす
る条件が成立したと判定する構成をとることができる。本構成によって、車両用画像撮影
装置の消費電流を抑制し、駐車時におけるバッテリ上がりを防止することが可能となると
ともに、車両への人体の侵入が検出された場合には該人体を撮影して画像処理部で処理を
行なうことも可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　低消費電流で動作する車両用画像撮影装置を提供するという目的を、主制御系と画像制
御系とを別電源系とし、特定の信号にて電源投入することを特徴とする構成により実現し
た。
【実施例】
【００１７】
　以下、本発明の実施例である車両用画像撮影装置（以下、画像撮影装置と略称する）に
ついて、図面を参照しながら説明する。図１は画像撮影装置１００の全体構成を示す図で
ある。画像撮影装置１００は、主制御系電源１，画像系電源２，通信Ｉ／Ｆ（インターフ
ェース）３，マイコン４，バスバッファ５，フィールドメモリ６，ビデオデコーダ７，入
力Ｉ／Ｆ８，メモリ制御部９，画像データワークメモリ１０，画像データ不揮発保存メモ
リ１１を含んで構成される。
【００１８】
　なお、通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）３，マイコン４，バスバッファ５，メモリ制御
部９，画像データワークメモリ１０，画像データ不揮発保存メモリ１１が主制御部に含ま
れ、フィールドメモリ６，ビデオデコーダ７が画像処理部に含まれる。
【００１９】
　また、画像撮影装置１００には、画像データの送信を含む外部機器との通信を行なう通
信モジュール端子（Ｔｘ，Ｒｘ），センサ信号端子（Ａ，Ｂ），盗難検出信号入力端子，
図示しないカメラおよび補助光源に電源を供給するカメラ電源端子，カメラからの映像信
号を入力するＮＴＳＣ端子が備えられている。
【００２０】
　主制御系電源１は図示しないバッテリからの電圧（＋Ｂ）を所定の電圧（ＶＤＤ１）に
変換して、通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）３，マイコン４，バスバッファ５，入力Ｉ／
Ｆ８，メモリ制御部９，画像データワークメモリ１０，画像データ不揮発保存メモリ１１
に供給するものである。また、主制御系電源１はマイコン４の動作の監視も行なっている
。即ち、マイコン４はＷＤ端子から所定の周期のパルス信号を出力し、主制御系電源１は
ＣＫ端子により該パルス信号を受信している。主制御系電源１は該パルス信号の立ち上が
りあるいは立下りを検出するとカウンタをゼロクリアする。カウンタの値が所定の値を超
えた（所定の時間内に該パルス信号を受信しない）場合に、マイコン４の動作が異常であ
ると判定し、ＲＥＳＥＴ端子からマイコン４のＲＥＳＥＴ端子にリセット信号を送り、マ
イコン４をリセットする。
【００２１】
　なお、図１において、端子名の上にオーバー・バー記号が付加されているものは、負論
理（アクティブ・ロー）で動作するものであるが、本実施例の文中ではオーバー・バー記
号を付加せず記述する。
【００２２】
　画像系電源２は図示しないバッテリからの電圧（＋Ｂ）を所定の電圧（ＶＤＤ２）に変
換して、フィールドメモリ６，ビデオデコーダ７，図示しないカメラ，カメラ用補助光源
（カメラ電源端子を経由）に供給するものである。画像系電源２は、マイコン４のＤＣ＿
ＥＮ端子から出力される制御信号をＥＮ端子から取り込み、該制御信号の内容に基づいて
電圧の供給／停止を行なう。
【００２３】
　通信Ｉ／Ｆ３はマイコン４と外部機器との通信を行なう回路で、接続される外部機器の
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通信規格に対応した回路構成をとる。外部機器としては車内ＬＡＮ（Local　Area　Netwo
rk）に接続された車載機器，車外との通信を行なう通信機器がある。
【００２４】
　マイコン４（本発明の主制御部，条件判定手段，画像処理終了検出手段）は図示しない
周知のＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ等を含んで構成される。マイコン４はＣＰＵがＲＯＭある
いはＲＡＭに記憶された制御プログラムおよびデータにより制御を行なう。
【００２５】
　バスバッファ５は、フィールドメモリ６とマイコン４との間のデータ伝送路（データバ
ス）の接続／遮断を行なうもので、マイコン４の指令（ＣＳ１からの制御信号）によって
動作する（詳細は後述）。
【００２６】
　ビデオデコーダ７は、図示しないカメラから送られてきた映像信号（ＮＴＳＣ信号：ア
ナログ信号）を画像データに変換するものである。ビデオデコーダ７は例えば沖電気工業
のＭＳＭ７６６４ＴＢのような周知のデコーダＬＳＩを用いるので詳細な説明は割愛する
が、入力されたＮＴＳＣ信号に含まれるコンポジット信号（映像信号,バースト,複合同期
信号を組み合わせた複合映像信号）をＡ－Ｄ変換してＲＧＢ（Red　Green　Blue）信号か
らなるデジタル画像データを得るものである。本構成では、１秒あたり６０フレームのデ
ジタル画像データを生成する。
【００２７】
　フィールドメモリ６はＦＩＦＯ（ファーストイン・ファーストアウト）メモリで、ビデ
オデコーダ７で生成されたデジタル画像データを、マイコン４により読み出されるまで１
フレームずつ蓄積しておくものである。
【００２８】
　入力Ｉ／Ｆ８はセンサ信号端子（Ａ，Ｂ），盗難検出信号端子からの信号を取り込んで
、マイコン４で処理可能なように電圧レベル等を調整するものである。
【００２９】
　メモリ制御部９はマイコン４の指令（ＲＤ，ＷＲ０，ＷＲ１，ＣＳ３，ＣＳ２からの制
御信号）によって画像データワークメモリ１０，画像データ不揮発保存メモリ１１のいず
れかに対し画像データの読み書きを行なう。
【００３０】
　画像データワークメモリ１０は、マイコン４がフィールドメモリ６から取り込んだデジ
タル画像データを一時的に保持しておくための作業領域である。マイコン４からのデジタ
ル画像データの転送は、マイコン４の負荷を低減するためにＤＭＡ（Direct　Memory　Ac
cess：ダイレクトメモリアクセス）方式を用いて行なう。
【００３１】
　画像データ不揮発保存メモリ１１は、フラッシュメモリ等の車両用画像撮影装置１００
の電源がオフ状態になっても、データ内容の記憶保持が可能なメモリにより構成され、画
像データワークメモリ１０から取り込んだデジタル画像データをＪＰＥＧ（Joint　Photo
graphic　Experts　Group）等の所定の画像フォーマットからなる画像データへ変換して
記憶保持する。
【００３２】
　センサ信号Ａ端子は、車両への接近を検出する接近センサ（本発明の接近検出手段，図
示せず）からの信号を取り込むものである。接近センサとして、超音波を用いて車両への
接近を検出するもの，電波を用いて車両への接近を検出するもの等がある。これらセンサ
のいずれを用いるかについては制約を設けるものではない。
【００３３】
　センサ信号Ｂ端子は、車両への侵入を検出する侵入センサ（本発明の侵入検出手段，図
示せず）からの信号を取り込むものである。侵入センサとして、車両の傾斜を検出するも
の（レッカー車での牽引による盗難あるいは他の車両に積載されての盗難を検出できる）
，ガラス割れを検出するもの等がある。これらセンサのいずれを用いるかについては制約
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を設けるものではない。
【００３４】
　センサ信号端子の数およびセンサの機能については、車両への接近および侵入を検出す
ることが可能であれば特に制約を設けるものではない。
【００３５】
　盗難検出信号端子は図示しないセキュリティＥＣＵから送られる盗難検出信号を取り込
むものである。セキュリティＥＣＵは例えばドアあるいはトランクがこじ開けられたこと
を検出すると警報を発するもので、その構成に特に制約を設けるものではない。警報とし
ては車両のホーンを吹鳴させる、ハザードランプを点滅させる等の動作がある。本実施例
ではセキュリティＥＣＵが出力するホーン吹鳴指令信号を盗難検出信号として取り込む。
【００３６】
　本車両用画像撮影装置１００の基本的な機能は、盗難検出信号を検出した場合に図示し
ないカメラからのアナログ映像信号をビデオデコーダ７においてデジタル変換して画像デ
ータを取得して画像データ不揮発保存メモリ１１に記憶する。そして、記憶した画像デー
タを通信Ｉ／Ｆ３，通信モジュール端子（Ｔｘ，Ｒｘ）を介して車外（管理センタ，車両
の所有者等）へ送信し、盗難事件の証拠とし、犯人検挙を促進したり、あるいは車両をカ
メラにて監視することで車両の盗難を防止する。なお、送信の完了した画像データは順次
消去する。
【００３７】
　マイコン４による画像系電源２の制御処理について図２のタイミングチャート図の一部
（＋Ｂ～画像系電源）を用いて説明する。なお、本処理はマイコン４のＲＯＭあるいはＲ
ＡＭに記憶された制御プログラムに含まれ、他の処理とともに繰り返し実行される。まず
、図示しないバッテリからの電源が供給されると、主制御系電源１がオン状態となり、通
信Ｉ／Ｆ（インターフェース）３，マイコン４，バスバッファ５，入力Ｉ／Ｆ８，メモリ
制御部９，画像データワークメモリ１０，画像データ不揮発保存メモリ１１に電圧ＶＤＤ
１が供給される。
【００３８】
　盗難検出信号端子を介してセキュリティＥＣＵからの盗難検出信号を検出した場合ある
いは接近センサ（センサ信号）が人体の接近を検出した場合（ＯＦＦ→ＯＮ状態）、マイ
コン４は画像系電源２をＯＮ状態とするために、ＤＣ＿ＥＮ端子をオン状態とする。これ
により、画像系電源２からフィールドメモリ６，ビデオデコーダ７，図示しないカメラ，
カメラ用補助光源に電圧ＶＤＤ２を供給する。これにより、ビデオデコーダ７はウェイク
アップ状態となる。
【００３９】
　盗難検出信号を検出しなくなった場合（ＯＮ→ＯＦＦ状態）は、マイコン４はＤＣ＿Ｅ
Ｎ端子をオフ状態とする。これにより、画像系電源２からフィールドメモリ６，ビデオデ
コーダ７，図示しないカメラ，カメラ用補助光源への電圧ＶＤＤ２の供給は停止される。
【００４０】
（本発明の実施の形態の変形例）
　次に、マイコン４による画像系電源２の制御処理の変形例について図２のタイミングチ
ャート図（全て）および図５のフロー図を用いて説明する。なお、本処理はマイコン４の
ＲＯＭあるいはＲＡＭに記憶された制御プログラムに含まれ、他の処理とともに繰り返し
実行される。まず、まず、図示しないバッテリからの電源が供給されると、主制御系電源
１がオン状態となり、通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）３，マイコン４，バスバッファ５
，入力Ｉ／Ｆ８，メモリ制御部９，画像データワークメモリ１０，画像データ不揮発保存
メモリ１１に電圧ＶＤＤ１が供給される（図５のＳ１１）。
【００４１】
　盗難検出信号端子を介してセキュリティＥＣＵからの盗難検出信号を検出した場合ある
いは接近センサ（センサ信号）が人体の接近を検出した場合（ＯＦＦ→ＯＮ状態）（図５
のＳ１２：Ｙｅｓ）、マイコン４は画像系電源２をオン状態とするために、ＤＣ＿ＥＮ端
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子をオン状態とする。これにより、画像系電源２からフィールドメモリ６，ビデオデコー
ダ７，図示しないカメラ，カメラ用補助光源に電圧ＶＤＤ２を供給する（図５のＳ１３）
。そして、マイコン４はビデオデコーダ７に対してデコード処理を開始するよう指令（画
像撮影トリガ信号）を送り、ビデオデコーダ７はウェイクアップ状態となりデコード処理
を開始する（図２のＡの位置，図５のＳ１４）。
【００４２】
　所定の時間（即ち所定の枚数）図示しないカメラからの映像信号をデジタル画像データ
に変換してデコード処理を終了すると（図５のＳ１５：Ｙｅｓ）、ビデオデコーダ７はマ
イコン４にデコード処理終了通知を送る。マイコン４はデコード処理終了通知を受け取る
とビデオデコーダ７に指令を送り、ビデオデコーダ７をスリープ状態とする（図２のＢの
位置，図５のＳ１６）。
【００４３】
　その後、侵入センサが人体の侵入を検出した場合（ＯＦＦ→ＯＮ状態）（図５のＳ１７
：Ｙｅｓ）、マイコン４はビデオデコーダ７に対してデコード処理を開始するよう指令（
画像撮影トリガ信号）を送り、ビデオデコーダ７はウェイクアップ状態となる（図２のＣ
の位置，図５のＳ１８）。
【００４４】
　所定の時間（即ち所定の枚数）図示しないカメラからの映像信号をデジタル画像データ
に変換してデコード処理を終了すると（図５のＳ１９：Ｙｅｓ）、ビデオデコーダ７はマ
イコン４にデコード処理終了通知を送る。マイコン４はデコード処理終了通知を受け取る
とビデオデコーダ７に指令を送り、ビデオデコーダ７をスリープ状態とする（図２のＤの
位置，図５のＳ２０）。
【００４５】
　なお、ステップＳ１３からＳ２０の処理の間で、セキュリティＥＣＵからの盗難検出信
号を検出しなくなった場合（ＯＮ→ＯＦＦ状態）は、マイコン４はＤＣ＿ＥＮ端子をオフ
状態とする。これにより、画像系電源２からフィールドメモリ６，ビデオデコーダ７，図
示しないカメラ，カメラ用補助光源への電圧ＶＤＤ２の供給は停止される。また、本制御
処理も終了する。また、ステップＳ１６においてビデオデコーダ７をスリープ状態とする
際に画像系電源２をオフ状態とし、ステップＳ１７において侵入を検出した際に画像系電
源２をオン状態としてもよい。
【００４６】
（バスバッファ介挿による効果）
　次に、バスバッファ５の動作について図３および図４を用いて説明する。図３はバスバ
ッファおよび周辺構成図で、図４はバスバッファの動作を示すタイミングチャート図であ
る。バスバッファはマイコン４のデータバス端子（ＤＢ０～ＤＢ１５）とフィールドメモ
リ６との間のデータバス端子（ＤＯ０～ＤＯ１５）の間（データバス）にバスバッファ回
路５ｂが介挿され（本実施例では１６個）、共通のゲート制御回路５ａによってデータバ
スの接続／遮断の動作を行なう。
【００４７】
　図４において、盗難検出信号端子を介してセキュリティＥＣＵからの盗難検出信号検出
した場合あるいは接近センサ（センサ信号）が人体の接近を検出した場合（ＯＦＦ→ＯＮ
状態）、マイコン４は画像系電源２をオン状態とするために、ＤＣ＿ＥＮ端子をオン状態
とする。これにより、画像系電源２からフィールドメモリ６，ビデオデコーダ７，図示し
ないカメラ，カメラ用補助光源に電圧ＶＤＤ２を供給する。そして、マイコン４はビデオ
デコーダ７に対してデコード処理を開始するよう指令を送り、ビデオデコーダ７はウェイ
クアップ状態となりデコード処理を開始する。
【００４８】
　そして、マイコン４はフィールドメモリ６にデジタル画像データがあるかどうかを調べ
、デジタル画像データがある場合には該デジタル画像データを読み込んで画像データワー
クメモリ１０に書き込む。
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【００４９】
　このとき、マイコン４のＣＳ（Chip　Select）１端子からＬレベル信号（０Ｖ）が出力
されるとバスバッファ５のゲート制御回路５ａがオン状態となり、各データバス上のバス
バッファ回路５ｂがオン状態となって、マイコン４とフィールドメモリ６との間のデータ
バスが接続状態となる。そして、フィールドメモリ６のＣＥ（Chip　Enable）端子にＨレ
ベルが入力され、フィールドメモリ６からデジタル画像データを読み込み可能となる（図
４のアクティブの箇所）。そして、デジタル画像データの読み込みを終了すると、マイコ
ン４のＣＳ１端子からＨレベル信号（５Ｖ）が出力されてバスバッファ５のゲート５ａ制
御回路がオフ状態となり、各データバス上のバスバッファ回路５ｂがオフ状態となって、
マイコン４とフィールドメモリ６との間のデータバスが遮断状態となる。
【００５０】
　バスバッファ５を介挿しない状態で主制御系電源１がオン状態で画像系電源２がオフ状
態の場合、ＶＤＤ１～データバス～フィールドメモリ６の経路で電流が流れ、フィールド
メモリ６内部の素子に悪影響を及ぼす可能性がある。しかし、バスバッファ５を介挿した
状態で主制御系電源１がオン状態で画像系電源２がオフ状態の場合、マイコン４のＣＳ１
端子からＨレベル信号を出力してバスバッファ５のゲートをオフ状態とし、マイコン４と
フィールドメモリ６との間のデータバスを電気的に遮断状態すればデータバスはハイイン
ピーダンス状態となり、ＶＤＤ１～データバス～フィールドメモリ６の経路は形成されず
、フィールドメモリ６内部の素子に悪影響を及ぼすことはなくなる。
【００５１】
　本構成では、本来はフィールドメモリ６のデータを読み出すために用いるＣＳ１信号を
バスバッファ５のゲート回路５ａの制御にも用いている。これにより、フィールドメモリ
６のデータを読み出すとき以外はデータバスは遮断状態すなわちハイインピーダンス状態
となる。よって、専用の回路を設けずにデータバスをハイインピーダンス状態とできる。
また、侵入センサが人体の侵入を検出した場合も同様である。
【００５２】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、これらはあくまで例示にすぎず、本発明はこ
れらに限定されるものではなく、特許請求の範囲の趣旨を逸脱しない限りにおいて、当業
者の知識に基づく種々の変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の車両用画像撮影装置の構成を示す図。
【図２】画像系電源の制御処理を説明するためのタイミングチャート図。
【図３】バスバッファおよびその周辺部の構成を示す図。
【図４】バスバッファを用いた画像系電源の制御処理を説明するためのタイミングチャー
ト図。
【図５】本発明の実施の形態の変形例を説明するためのフロー図。
【符号の説明】
【００５４】
　　　１　主制御系電源
　　　２　画像系電源
　　　３　通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）（主制御部）
　　　４　マイコン（主制御部，条件判定手段，画像処理終了検出手段）
　　　５　バスバッファ
　　　６　フィールドメモリ（画像処理部）
　　　７　ビデオデコーダ（画像処理部）
　　　８　入力Ｉ／Ｆ（主制御部）
　　　９　メモリ制御部（主制御部）
　　１０　画像データワークメモリ（主制御部）
　　１１　画像データ不揮発保存メモリ（主制御部）
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